
１．はじめに

工事概要
�１ 工 事 名：和田山八鹿道路大屋川高架橋上部

工事
�２ 発 注 者：国土交通省近畿地方整備局豊岡河

川国道事務所
�３ 工事場所：兵庫県養父市浅野地先～

兵庫県養父市十二所地先
�４ 工 期：平成２２年７月２１日～

平成２３年１０月３０日
�５ 鋼 重：３４８．５ｔ
�６ 橋梁形式：鋼５径間連続合成少数鈑桁

（床版）合成床版
�７ 橋 長：１９４．０ｍ
�８ 幅 員：１１．５０ｍ

図―１に現場位置図を示す。
本工事は、北近畿豊岡自動車道和田山八鹿道路
の高規格幹線道路の一部である。
北近畿豊岡自動車道は、兵庫県丹波市の舞鶴若
狭自動車道春日 IC/JCTを起点とし、兵庫県朝来
市の和田山 IC/JCTで播但連絡道路と結ばれ、兵
庫県豊岡市に至る延長約７０kmの自動車専用道路
である。
和田山八鹿道路は、和田山 IC/JCT－八鹿氷ノ
山 IC間の延長１３．７kmで、暫定２車線で整備さ
れた。
本工事は大屋川を跨ぐ全長３１９mのうち１９４m
の橋梁の施工であり、床版形式は合成床版であっ
た。
図―２に側面図、図―３に平面図を示す。
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夏期における合成床版コンクリートの施工について
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図―１ 現場位置図
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２．現場における問題点

本橋は、不等径間の連続桁であること。また現
地は盆地であるため、夏期は高温となる地域であ
ること。以上を踏まえ、床版コンクリートの打設
計画において以下の問題点があった。
１）床版コンクリートの打設順序
本橋の床版延長は約２００ｍで、コンクリートの
打設は複数回に分けて行う必要があった。本橋は
不等径間の連続合成桁であったため、床版コンク
リートにひび割れを発生させない実施に合ったブ
ロック割を検討する必要があった。
２）夏期におけるコンクリートの運搬方法
合成床版コンクリートの施工時期は、工程上、
７、８月の夏期であった。高温時においては、運
搬時間が長くなることによりスランプや空気量が
低下し、コンクリート圧送管の閉塞が懸念された。
３）床版の養生方法
打設時期が７、８月であったため、気温の上昇
によりコンクリート表面が乾燥しひび割れが生ず
ることが懸念された。また、縦横断が２％の片勾
配でもあったため、更にコンクリート表面の乾燥
によるひび割れの発生が懸念され養生水保水管理

をすることが必要であった。（図―４）

３．対応策と適用結果

問題点を解決するために次の対応を実施した。
１）床版打設検討計算の実施
連続桁において床版を打設する場合、先行して
打設したコンクリートに、隣接支間に打設された
コンクリート重量によって、負の曲げモーメント
が作用する。この負の曲げモーメントにより、床
版コンクリートにひび割れが発生する。通常多径
間連続桁の場合、死荷重による曲げモーメントが
大きい支間中央から打設するのが一般的である。
しかし、本橋のように不等多径間である場合、前
述のような打設順序だとコンクリートに大きな引
張応力が作用することがあり、床版にひび割れを
発生させる原因となる。したがって、今回打設ブ
ロックを細分化し、床版に作用する引張応力が許

図―２ 側面図

図―３ 平面図

図―４ 断面図
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容値になるよう繰り返し検討を行い、最適な打設
順序を決定した。（図―５，６）
検討した打設順序にて施工し、たわみ量を計測
した結果、計画値と差は２mm未満であったので
床版に発生した引張応力は検討した結果どおりで
あると想定される。（図―７）
よって、打設前に床版厚及びかぶりを厳密に管

理することで計画とおりのたわみを得ることがで
き、ひび割れの無い良質な床版コンクリートの施
工ができた。
２）運搬時間の短縮
運搬経路は、当初図―８に示すＡルートを指定
されていた。Ａルートは、生コン工場から現場ま
で約１８kmの距離があり、最速でも３５分程度の時
間を要した。しかし、床版施工時に新たなバイパ
スが開通したため、新しいバイパスを通過するＢ
ルート（約５km）への運行経路を検討した。周
辺には民家が多いことから騒音測定で確認しトラ
ックアジテータ車が走行しても問題のないという
ことで自治会の了承を得た。Ｂルートは、生コン
工場から現場まで約２０分程度で到着することがで
き、１５分程度短縮することができた。また輸送時
の配慮として、トラックアジテータ車のドラム部
分に遮熱効果のある養生カバーを取り付けた。さ
らに待機場所として桁下空間を利用しドラム部分
が直射日光にさらされないように配慮した。その
結果、コンクリート温度を３３℃以下に管理するこ
とができ、良質なフレッシュコンクリートを打設
することができた。

図―８ 搬入経路図

３）養生方法の工夫
夏期高温時のコンクリート表面の乾燥によるひ
び割れの発生を防止するために、養生マットに保
水性の優れたＱマット（NETIS 登録番号：KT―
９８０３６８）を使用した。Ｑマットは湿潤養生シート
と保温養生マットの２層構造であり、湿潤養生
シートは吸水力が強く、さらに保温養生マットに
より一度吸水した水をなかなか蒸発させない効果

図―５ 打設ブロック、順序の検討

図―６ ひび割れ照査

図―７ 打設後のたわみ計測結果
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があった。結果、通常の養生マットであれば、１
日２～３回の散水作業が２日に１回程度まで軽減
でき、湿潤状態を均一に保持することができた。
（図―９，１０）

４．おわりに

本橋のように不等多径間連続桁であり夏期に床
版コンクリートを打設する必要がある場合、事前
に打設検討及び養生対策を十分に行うことが重要
である。検討した事項を確実に実行することによ
り品質の良い施工が可能である。
最後に、本工事の施工に当たりご指導いただき
ました国土交通省近畿地方整備局豊岡河川国道事
務所をはじめとする関係各位に厚くお礼を申し上
げます。

図―９ Ｑマット（湿潤養生シート）

図―１０ Ｑマット（保温養生マット）
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